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に要注意！

人
は
、
喉
で
色
々
な
声
を
出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、

こ
の
喉
の
部
分
が
長
い
た
め
、
食
べ
物
が
誤
っ
て
気

管
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
喉
の
奥
で

は
、
食
べ
物
が
呼
吸
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

食
べ
物
の
量
や
位
置
を
、
感
覚
と
し
て
知
る
こ
と
が

出
来
る
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
感
覚
は
、
喉
の
一
番
手
前
に
あ
る
咽
頭
で
は
弱

く
、
喉
頭
だ
と
少
し
敏
感
に
な
り
、
気
管
が
最
も
敏

感
で
す
。
こ
の
部
位
に
よ
っ
て
ム
セ
の
強
さ
も
変
わ

り
、
気
管
ま
で
食
べ
物
が

入
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
激

し
く
ム
セ
ま
す
。
空
気
以

外
の
も
の
が
声
門
を
超
え

て
気
管
ま
で
侵
入
し
て
し

ま
う
こ
と
を
誤
嚥
と
言

い
、
激
し
く
ム
セ
る
の
が

一
般
的
で
す
。

誤
嚥
と
は

こ
の
ム
セ
る
よ
う
な
危
険
な
感
覚
は
、
延
髄
に

伝
え
ら
れ
、
こ
の
延
髄
か
ら
指
令
が
出
て
、
肺

の
周
り
の
肋
骨
や
横
隔
膜
が
協
力
し
て
、
息
を

強
く
吐
き
出
す
こ
と
で
、
誤
っ
て
入
っ
て
し
ま
っ

た
食
べ
物
を
押
し
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

サ
ラ
サ
ラ
の
水
は
喉
を
通
過
す
る
速
度
が
速
い

の
で
、
お
年
寄
り
の
場
合
、
飲
み
込
む
た
め
の

筋
肉
の
収
縮
が
水
の
流
れ
に
合
わ
ず
、
ム
セ
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

と
う
や　
　
　

こ
う
じ

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
会
認
定 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
医

東
野　

孝
治

水
前
寺
と
う
や
病
院 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
長

ム
セ
の
原
因

危
険
な
の
は
、
気
管
に
食
べ
物
が

入
っ
て
も
ム
セ
が
出
な
い
時
で
す
。

年
を
取
る
と
感
覚
が
徐
々
に
鈍
く

な
り
、
ま
た
検
査
を
す
る
と
、
喉
の
奥
に
食
べ

物
が
残
っ
て
い
て
も
、
自
覚
が
無
い
方
が
多
く

認
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
脳
卒
中
の
初
期
や
多
発
性
脳
梗
塞
、
変
性

疾
患
等
で
は
、
延
髄
を
含
め
た
脳
全
体
の
機
能

が
落
ち
て
い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
気
管
に
入

っ
て
も
ム
セ
が
出
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
感
覚
の
低
下
や
、
脳
機
能
の
低

下
等
に
よ
り
、
ム
セ
が
出
な
い
誤
嚥
の
事
を
不

顕
性
誤
嚥
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

ム
セ
な
い
誤
嚥

ー不顕性誤嚥ー

食道
気管 気管に入って

しまう

誤嚥

▪
防
ぐ
た
め
に

ム
セ
な
い
誤
嚥
（
不
顕
性
誤
嚥
）
を
疑
う
症
状

と
し
て
、
痰
が
多
い
、
食
後
し
ば
ら
く
し
て
か

ら
咳
が
出
る
、
食
後
声
が
ガ
ラ
ガ
ラ
す
る
、
原

因
不
明
の
発
熱
が
あ
る
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
様
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
医
療
機
関
で

嚥
下
評
価
を
行
う
事
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
本
来
な
ら
無
意
識
に
飲
み
込
め
て
い
る

唾
液
で
さ
え
も
誤
嚥
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る

た
め
、
口
内
細
菌
に
よ
る
肺
炎
を
起
こ
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
口
腔
ケ
ア
や
、

睡
眠
時
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
（
側
臥
位
：
横
向
き
）

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
事
を
摂
る
事
で
感
染
力
に
対
す
る
体
（
宿

主
）
の
抵
抗
力
を
上
げ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

こ
の
場
合
は
、Ｘ
線
に
よ
る
嚥
下
造
影
検
査
等
で

ム
セ
の
原
因
を
確
か
め
、
水
分
に
と
ろ
み
を
つ

け
通
過
速
度
を
遅
く
し
た
り
、
摂
取
角
度
を
つ

け
る
等
、
原
因
に
応
じ
た
対
応
を
と
る
こ
と
で
、

解
決
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
水
分
以

外
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
場
合
で
も
同
様
に
対

応
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
の
よ
う
に

食
事
中
に
ム
セ
が
起
こ
っ
て
、
病
院
に
来
ら
れ

る
方
は
比
較
的
安
心
だ
と
い
え
ま
す
。
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75

２
０
２
２
年
２
月
９
日
に
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
（
中
医
協
）
総
会
が
開
催
さ
れ
、
２
０
２
２
年
４

月
１
日
か
ら
の
診
療
報
酬
改
定
の
個
別
項
目
と
点
数

が
厚
生
労
働
相
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
、
湿
布

薬
に
つ
い
て
は
薬
剤
給
付
の
観
点
か
ら
、
処
方
箋
等

に
理
由
を
記
載
す
る
こ
と
な
く
処
方
で
き
る
枚
数
の

上
限
が
、
１
回
の
処
方
に
つ
き
70
枚
か
ら
63
枚
に
変

更
と
な
り
ま
し
た
。（
湿
布
薬
と
は
、
貼
付
剤
の
う

ち
薬
効
分
類
上
の
鎮
痛
・
鎮
痒
・
収
れ
ん
・
消
炎
剤

効
果
の
あ
る
も
の
）

ま
た
湿
布
薬
は
新
た
に
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
リ

フ
ィ
ル
処
方
箋
（
一
定
期
間
内
に
繰
り
返
し
使
用
で
き
る
処
方
箋
）
に

よ
る
処
方
は
で
き
ま
せ
ん
。
湿
布
は

２
０
２
４
年
度
以
降
の
改
定
で
も
引

き
続
き
処
方
で
き
る
枚
数
の
検
討
は

行
わ
れ
ま
す
。

について
水前寺とうや病院　薬剤部長　益山 貞隆

そ
も
そ
も
日
本
以
外
の
国
で
は
、
痛
み
止
め
の
湿
布

薬
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
テ
ー
プ
剤
の

製
品
も
あ
り
ま
す
が
、
飲
み
薬
と
薬
局
で
購
入
で
き

る
塗
り
薬
が
主
流
で
、
過
去
の
民
間
療
法
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
医
療
費
が
財
政
を
圧
迫
す
る
中
、
湿
布
も
今

後
病
院
で
は
な
く
薬
局
等
で
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
購
入
に
徐
々

に
ス
ラ
イ
ド
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

診
療
報
酬
改
定
に
よ
る
変
更

湿
布
薬
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ

湿
布
は
冷
た
い
も
の
と
温
か
い
も
の

ど
ち
ら
が
い
い
の
か
？

湿
布
薬
の
現
状

急
性
期（
ケ
ガ
直
後
）
に
は
冷
湿
布
で
、
慢
性
期（
安
定
し
て
き

た
ら
）
に
は
温
湿
布
。

ケ
ト
プ
ロ
フ
ェ
ン
と
い
う
成
分
は
、
は
が
し
て
も
長
い
期
間
日

光
過
敏
症
で
貼
っ
た
部
位
の
発
赤
反
応
を
生
じ
る
の
で
貼
っ
た

部
分
を
隠
す
な
ど
の
対
策
が
必
要
。

ケ
ト
プ
ロ
フ
ェ
ン
は
胎
児
動
脈
管
収
縮
の
恐
れ
あ
り
。
妊
娠
後

期
の
女
性
は
禁
忌
。

ケ
ト
プ
ロ
フ
ェ
ン
と
は
注
意
。

大
き
さ…

大
14×

20
㎝
、
中
10×

14
㎝
、 

小
７×

10
㎝
。

大
き
く
な
れ
ば
体
に
吸
収
さ
れ
る
薬
の
量
も
増
え
る
の
で
副
作

用
は
増
え
る
。

一
般
的
に
は
テ
ー
プ
剤
は
１
日
１
回
の
製
品
が
多
く
、
は
が
れ

に
く
い
が
か
ぶ
れ
や
す
い
。
慢
性
炎
症
に
向
い
て
い
る
。
パ
ッ

プ
剤
は
ま
さ
に
湿
布（
水
分
を
含
ん
で
い
る
）
で
水
分
の
気
化

熱
作
用
で
冷
や
す
効
果
も
あ
る
の
で
急
性
炎
症
向
き
だ
が
ア
イ

シ
ン
グ
の
方
が
効
果
的
。１
日
２
回
貼
り
替
え
る
製
品
が
多
い
。

薬
局
販
売
に
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ（
非
ス
テ
ロ
イ
ド
性

鎮
痛
薬
）
を
含
む
湿
布
薬
に
つ
い
て
、
よ
く
あ
る
質
問
を
記
載
し
ま
し
た
。

（
代
表
的
な
成
分
に
、イ
ン
ド
メ
タ
シ
ン
、ケ
ト
プ
ロ
フ
ェ
ン
、ジ
ク
ロ
フ
ェ

ナ
ク
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
ロ
キ
ソ
プ
ロ
フ
ェ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
が
あ
り
ま
す
）

Ｏ
Ｔ
Ｃ
：
英
語
のO

ver The Counter

（
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
の
）
の
略
。Ｏ
Ｔ

Ｃ
医
薬
品
は
、
医
師
が
処
方
す
る
医
薬
品
で
は
な
く
、
薬
局
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
な
ど
で
処
方
せ
ん
無
し
に
購
入
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る
「
市
販
薬
」
で
す
。

湿
布
は
冷
た

ナ
ク
ナ
ト
リ

Ｑ

急
性
期（
ケ
ガ

ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
な

Ａ

以
上
簡
単
に
記
載
し
ま
し
た
。
日
本
独
自
の
文
化
習
慣
で
発
達
し
た
湿
布
薬
、
今
後
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

湿
布
を
し
た
ま
ま
外
で
運
動
し
て
も

良
い
か
？

妊
娠
患
者
に
使
用
し
て
も
良
い
か
？

リ
ウ
マ
チ
治
療
薬
（
メ
ト
ト
レ
キ

セ
ー
ト
）
と
の
併
用
は
？

病
院
で
も
ら
え
る
湿
布
の
大
き
さ
と

副
作
用
は
？

テ
ー
プ
剤
と
パ
ッ
プ
剤
の
違
い
は
？



04医療法人清和会 地域交流誌 たいざんぼく　第 87号

をご存知ですか？栄養部

近年、テレビや雑誌などでMCTオイルを目にする機会が多くなりましたが、皆さんはご存知ですか？
ＭＣＴ（Medium Chain Triglyceride）とは日本語で中鎖脂肪酸のことです。
ココナッツやパームフルーツなどのやし科植物の種子に多く含まれる天然成分です。一般的な油（長鎖
脂肪酸）よりもすばやく消化・吸収されすぐにエネルギーになりやすいという特徴があります。脂肪と
して蓄積されにくいので、使い方によってはダイエットにも効果的です。

［材 料］（１本分）　318ｋcal　塩分 0.5ｇ　

［材 料］（１枚分）280ｋcal　塩分 1.3ｇ

管理栄養士　藤永さやか

［作り方］ ［作り方］

韓国風巻き寿司

低たんぱく米・・・1合

日清MCTオイル ・・5g
すし酢   ・・・・・・5g

焼きのり・・・・1枚（1g）

にんじん・・・・・30g

ごま油・・・・・0.3g

ほうれん草・・・30g

薄口しょうゆ・・0.5g

ごま油・・・・・0.3g

白身魚 (皮なし）・60g（一切れ）

キャベツ  ・・・・30g

にんじん  ・・・・   8g

玉ねぎ・・・・・10g

山いも・・・・・15g

卵 ・・・・・・  1/3 個

だし汁・・・・・5ml

お好み焼き粉   ・・・10g

日清MCTパウダー ・10g

お好みソース   ・・・10g

マヨネーズ   ・・・・10g

きざみかつお  ・・・適宜

青のり  ・・・・・・適宜

紅しょうが ・・・・・5g

水前寺とうや病院・シルバーピア水前寺でもエネルギーを積極的に必要とする腎臓病や COPD、また低栄養の
患者様・利用者様の食事に使用しています。

魚のお好み焼き

❶ キャベツ、にんじん、玉ねぎはそれぞれ短めの千切り
にする。

❷ すりおろした山いも、卵、だし汁、お好み焼き粉、日
清MCTパウダーをよく混ぜる。

❸ ①と②を混ぜ合わせる。

❹ 白身魚の上に③を載せ、フライパンで 15分～ 20分蒸
し焼きにする。

❺ ④を皿に盛り、お好みソース、マヨネーズ、きざみか
つお、青のり、紅しょうがの順番でトッピングする。

❶ にんじんを千切りにし、熱したフライパンにごま油を引
き炒める。

❷ ほうれん草を下ゆでし、薄口しょうゆとごま油で和える。

❸ 低たんぱく米に日清MCTオイル、すし酢を加えてよく
混ぜ、冷やす。

❹ 焼きのりで①～③を巻く。一口大にカットし、皿に盛り
付ける。

腎臓病の方は、タンパク質を食べ過ぎると腎臓に負担をかけてしまいま
す。そこで、低たんぱく米を使用し、MCTオイルでエネルギーアップし、
タンパク質の利用効果をよくします。普通の白米に変えても構いません。
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プリセプター
（先輩看護師）

プリセプティ
（新人看護師）

看護部

水前寺とうや病院 看護部ではプリセプター制度をとっております。この制度は、１人の新人看護師（プリセプティ）に、

１人の先輩看護師（プリセプター）がマンツーマンでついて指導し、業務を覚えていく教育システムです。

の
取り組み

2021年 4月に 3階病棟へ入職し1年が経ちました。最初は不安が大きかったので

すが、日々患者様と関わり看護を実践する中で徐々に出来ることも増えていきま

した。新しいことに挑戦するたびにつまずき、上手くできないことも多々ありま

したが、プリセプターをはじめ先輩方がいつも気にかけてくださり、優しく指導

してくださいました。今は患者様の変化に気づけたり、看護を行うなかで「あり

がとう」と言って頂けることもあり、やりがいを感じています。

2年目はプライマリー看護師として患者様との関わりや入院対応など責任を伴う

業務が増えるため、気を引き締めて取り組んでいきたいです。患者様が安心・安

楽に過ごしていただけるよう寄り添った看護をしていきたいです。

3病棟　　月尾　桃香　　　　　　　　　　

新人看護師と
先輩看護師の１年を振り返って

3月23日、2021年度の１年間の研修期間
を終えた新卒看護師の修了式を行いました。
１年を振り返る先輩たちからのメッセージ
では、涙こぼれる場面もみられ、「スタッフ
みんなで新人を育てている」という温かさが
伝わる会となりました。
今回3病棟（障害者病棟）で１年を終えたス
タッフの声を紹介します。

「人に教える、説明する」ということに苦手意識を持つ私は、プリセプターの役割を

担うことに不安とプレッシャーを感じていました。しかし実際は、師長をはじめとし、

周りのスタッフ全員で新人看護師を見守りサポートしていくという環境で、気負うこ

となく看護技術の指導や新人の精神面への配慮ができました。

月尾看護師は、業務が丁寧で患者さまに対する優しい声掛けができ、看護師として尊

敬しています。以前は、報告や相談にためらいがみられていましたが、最近はスムー

ズにできるようになり成長を感じています。

私自身、新人教育において病棟全体で教育していく環境がいかに重要かを実感でき、

教育に対する苦手意識が克服できました。また、１年を通して新人看護師育成の大変

さを感じる一方で、月尾看護師の成長する姿を身近で感じることができ新人教育に対

する自信に繋がりました。今後も看護師育成に力を注ぎ、私自身の成長に繋げていき

たいです。

3病棟　濵﨑　尚　

修了式の様子



06医療法人清和会 地域交流誌 たいざんぼく　第 87号

徒然なるままに・・・　　　　

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
崩
壊
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
独
立
す
る
際
に
核

（
当
時
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
世
界
３
位
の
核
兵
器
を
保
有
し
て
い

ま
し
た
）を
放
棄
す
る
見
返
り
に
自
国
に
侵
攻
し
な
い
旨
を

ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
で
約
束
し
ま
し
た

（
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
え
書
き
）が
、
一
方
的
に
破
棄
さ
れ
た
形
で

す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
核
放
棄
し
、
核
抑
止
力
が
消
失
し
た

事
が
今
回
の
軍
事
侵
攻
を
招
い
た
の
で
な
い
か
？
と
議
論
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
周
辺
で
も
某
国
が
核
ミ
サ
イ
ル
開
発
に

余
念
が
な
い
の
は
、
こ
の
点
に
起
因
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。歴

史
に
鑑
み
て
も
人
が
増
え
、
国
家
が
成
立
す
る
と
争

い
事
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
生

動
物
で
も
縄
張
り
争
い（
闘
争
）は
生
き
て
い
く
上
で
必
須

で
、
生
物
と
し
て
の『
性
』な
の
で
し
ょ
う
か
？
国
家
間
の
バ

ラ
ン
ス
、
世
界
平
和
・
秩
序
と
は
、
一
筋
縄
で
は
行
か
な
い

難
し
い
お
話
で
す
。

戦
争
は
多
く
の
人
の
命
を
奪
い
健
康
被
害
が
甚
大
で
す
。

で
も
見
方
を
変
え
る
と
医
療
も
戦
争
と
無
関
係
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
１
９
２
８
年
に
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
フ
レ
ミ
ン
グ
が
発

見
し
た
ペ
ニ
シ
リ
ン
は
、
戦
争
で
負
傷
し
、
細
菌
感
染
症
を

発
症
し
た
兵
士
の
命
を
救
い
た
い
思
い
が
実
を
結
び
、
ま
さ

に
負
傷
兵
の
特
効
薬
と
な
り
ま
し
た
。
戦
場
で
華
々
し
く
デ

ビ
ュ
ー
し
た
ペ
ニ
シ
リ
ン
は
、
日
本
で
も
戦
後
、
周
産
期
、

乳
幼
児
死
亡
率
等
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
、
平
均
余
命
を
大

き
く
延
伸
さ
せ
ま
し
た
。
今
で
も
抗
生
剤
神
話
は
我
々
の

記
憶
に
残
り
、
直
近
ま
で
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
抗
生
剤
は
ウ

イ
ル
ス
に
は
無
効
）が
主
体
の
感
冒
で
も
抗
生
剤
の
処
方
が

当
た
り
前
の
状
況
で
し
た
。
抗
生
剤
多
用
は
耐
性
菌
の
発

現
や
腸
内
細
菌
叢
の
撹
乱
を
招
き
、
却
っ
て
健
康
へ
の
脅
威

○
医
療
と
戦
争

第 58 回

と
も
成
り
得
ま
す
の
で
注
意
喚
起
が
必
要
で
す
。

戦
争
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
医
療
は
大
き

く
前
進
し
ま
し
た
。
感
染
予
防
目
的
に
皆
様
も
打
た
れ
た

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
従
来
と
異
な
る
方
法
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ス
パ
イ
ク
蛋
白
を
コ
ー
ド
す
る
Ｒ

Ｎ
Ａ
遺
伝
子
を
体
内
に
打
ち
込
ん
で
、
体
内
で
ス
パ
イ
ク
蛋

白
を
作
ら
せ
、
異
物
で
あ
る
ス
パ
イ
ク
蛋
白
に
対
す
る
抗
体

を
作
ら
せ
る
遣
り
方
で
す
。
生
体
に
遺
伝
子
を
打
つ
方
法

は
、
実
験
レ
ベ
ル
で
は
頻
用
さ
れ
る
手
技
で
す
が
、
今
ま
で

ヒ
ト
へ
の
使
用
は
限
定
的
で
あ
り
、
大
規
模
に
実
施
さ
れ
た

の
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
初
め
て
で
す
。
仮
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

下
に
な
い
と
し
た
ら
、
効
果
、
安
全
性
の
面
で
デ
ー
タ
が
不

十
分
で
あ
る
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
入
れ
た
で
し
ょ
う

か
？
ま
あ
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
っ
た
ら
多
く
の
人
は
打
た
な
か
っ

た（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
で
す
ら
全
体
の
35
％

程
度
で
す
）で
し
ょ
う
し
、
厚
生
労
働
省
も
認
可
し
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
パ
ニ
ッ
ク
下
で
は
鼻
先
の
人
参
が
優
先
さ

れ
、
警
戒
心
は
薄
れ
、
新
規
治
療
法
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
が
下

が
り
ま
す
。

で
は
ア
メ
リ
カ
は
ど
う
し
て
早
急
に
ワ
ク
チ
ン
を
作
り
得

た
の
で
し
ょ
う
か
？
ア
メ
リ
カ
は
御
存
知
の
よ
う
に
軍
事
的

に
も
先
陣
を
切
っ
て
い
ま
す
。
湾
岸
戦
争
の
際
は
ミ
サ
イ
ル

防
衛
シ
ス
テ
ム
、
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
ミ
サ
イ
ル
が
一
躍
有
名
に

な
り
ま
し
た
。
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
と
名
乗
る
レ
ス
ラ
ー
も
現

れ
、
日
本
も
そ
の
後
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
ミ
サ
イ
ル
を
国
内
に
配

備
し
ま
し
た
。

今
回
の
軍
事
侵
攻
で
は
Ｉ
Ｔ
関
連
兵
器
で
あ
る
軍
事
用

ド
ロ
ー
ン
や
対
戦
車
砲
ジ
ャ
ベ
リ
ン
ミ
サ
イ
ル
が
報
道
を
賑

わ
わ
せ
て
お
り
、
戦
争
も
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

ウクライナ、コロナワクチン、そして『ひまわり』

２
０
２
２
年
２
月
24
日
に
コ
ロ
ナ
禍
の
重
い
空
気
感
に
追

い
打
ち
を
掛
け
る
か
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍

事
侵
攻
し
ま
し
た
。
事
の
発
端
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
北
大
西
洋
条
約
機
構（
軍
事
同
盟
）に
加
入
し
よ
う
と

し
た
こ
と
に
ロ
シ
ア
が
反
発
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
た
だ
ウ
ク

ラ
イ
ナ
側
か
ら
す
れ
ば
、
既
に
２
０
１
４
年
に
ロ
シ
ア
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
領
土
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
軍
事
侵
攻
し
て
お
り
、
自

国
を
護
る
た
め
の
自
然
な
流
れ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

○
ワ
ク
チ
ン
と
ミ
サ
イ
ル
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水前寺とうや病院で開催

している土曜健康サロン

の内容に沿って連載して

います。

カ
か
ら
提
供
さ
れ
た
ジ
ャ
ベ
リ
ン
ミ
サ
イ
ル
は
人
が
持
ち
運

べ
、
あ
る
程
度
の
狙
い
を
付
け
れ
ば
、Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
勝
手

に
戦
車
を
目
指
し
て
飛
ん
で
行
く
よ
う
で
す
。
兵
力
で
圧
倒

的
に
不
利
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
善
戦
し
て
い
る
要
因
の
一
つ

に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
ニ
ュ
ー
ス
で
こ
の
よ
う
な
軍

事
兵
器
が
報
道
さ
れ
る
と
あ
る
意
味
で
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
側

面
が
あ
る
と
穿
っ
て
し
ま
う
の
は
僕
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
ア
メ
リ
カ
は
９
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
を
経
験
し
、

生
物
化
学
兵
器（
低
予
算
で
大
量
殺
戮
が
可
能
）へ
の
脅
威
に

対
し
て
も
注
力
し
て
お
り
、
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
に
は
軍
事
・
国
防
、
対
テ
ロ
対
策
の
土
壌
が
あ
り
、

有
事
の
際
に
基
礎
科
学
力
を
駆
使
し
て
短
時
間
で
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
を
作
り
得
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
他
に
ワ
ク
チ
ン
を
製

造
し
た
国（
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
、
ロ
シ
ア
）を
考
え
れ
ば
、
軍

事
力
の
大
き
な
国
で
製
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
出
来
る

と
思
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
旗
は
青
と
黄
の

２
色
で
す
。
青
は
青
空
、
黄
は
小
麦

の
実
り
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
穀
物
輸
出
量
は
ア
メ

リ
カ
に
次
い
で
２
番
目
で
、
こ
の
先

軍
事
侵
攻
が
長
引
け
ば
、
世
界
の
食

糧
事
情
に
暗
い
影
を
落
と
し
、
我
々

の
生
活
に
も
直
結
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
と
マ
ル
チ
ェ
ロ
・
マ
ス
ト

ロ
ヤ
ン
ニ
主
演
の『
ひ
ま
わ
り
』を
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。
戦

争
を
題
材
と
し
た
１
９
７
０
年
イ
タ
リ
ア
映
画
で
す
が
、

東
西
冷
戦
時
代
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。
劇

中
で
の
影
像
時
間
と
し
て
は
短
め
で
す
が
、
印
象
的
な
ひ
ま

わ
り
畑
が
登
場
し
ま
す
。
ヒ
マ
ワ
リ（
向
日
葵
）は
名
前
の
如

く
夏
に
咲
く
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
花（
陽
）で
す
が
、
劇
中
で

○
終
息
を
願
う

は
夫
を
探
し
に
イ
タ
リ
ア
か
ら
ロ
シ
ア
に
赴
く
主
人
公（
陰
）

と
の
対
比
が
見
事
で
、
映
画
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
ヘ
ン
リ
ー
・
マ
ン
シ
ー
ニ
が
手
が
け
た
音
楽
も
秀
逸
で
、

主
人
公
の
心
情
を
見
事
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
紛
争
の
早
期

終
息
、
世
界
平
和
を
祈
り
つ
つ
、
是
非
鑑
賞
し
て
頂
き
た
い

映
画
作
品
で
す
。

新入職員代表挨拶

令
和
４
年
４
月
１
日（
金
）、
と
う

や
医
療
福
祉
グ
ル
ー
プ
入
社
式
を

平
成
と
う
や
病
院
に
て
執
り
行
い

ま
し
た
。

今
年
は（
医
療
法
人
清
和
会
）水
前

寺
と
う
や
病
院
17
名
、
平
成
と
う

や
病
院
21
名
、
特
定
施
設
シ
ル

バ
ー
ピ
ア
グ
ラ
ン
ド
通
り
１
名
、

（
社
会
福
祉
法
人
百
八
会
）シ
ル

バ
ー
ピ
ア
さ
く
ら
樹
１
名
、
計
40

名
の
新
入
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

TOHYA NEWS

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
た
式
と
な

り
、
歓
迎
の
イ
ベ
ン
ト
も
で
き
な
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
歓
迎
の
気

持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
新
た
な
仲
間

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
利
用
者

さ
ま
や
ご
家
族
に
よ
り
よ
い
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
励
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
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だより
シルバーピア
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令和 3年 1月、県営東町団地内に『シルバーピア東町デイサービスセンター』が開設されました。とうや医療福祉グループで
ある社会福祉法人百八会の事業所です。今回ご紹介させていただきます。

住み慣れた場所で自分らしくいきいきとした生活を続けていただくために、『自分流 ( 自己決定・自己選択型 )』

を特徴としたサービスを提供しています。

開設して 1年余りのため、お風呂など施設設備も新しく、皆様に快適にすごしていただけることと思います。

地域に根差し、これからも皆様に安心して通っていただける施設作りに励んでまいります。

電　話：096-285-4800

相談員：安藤、島田まで

住　所：熊本市東区東町 3‐6

　　　　県営東町団地 22 号棟 1階

併設の地域交流スペース パティオは東町団地にお住まいの方はもちろん、

近隣住民の誰もが利用することができるスペースです。 お友達との待ち合わ

せや、バスを待っている間にご利用されてもＯＫです。 

パティオは現在、新型コロナのため休館中ですが、3月末からコーヒーの

テイクアウトなど一部再開しています。今は室内で飲食はできませんが、

パティオの軽食は美味しくて安いと好評をいただいています。展示スペー

スには第二高校美術科の作品が飾られています。地域の皆さんの作品も展

示していただけますので、ご希望の方はご相談ください。コロナ収束後は

イベント等も企画しますので、気軽に集える『地域の縁がわパティオ』に

是非いらしてください。

毎月第 3土曜（12時～ 13時半）

毎週火曜（11時半～ 12時）

※第 5週の火曜は除く

月曜～土曜（10時～ 16時）

毎週水・金（12時～ 13時半）

月曜～土曜（10時～ 16時）

毎月第 2・3水曜（10時～ 12時）

施設
紹介

外観（パノラマ撮影）

デイフロア

リハビリ機器（一部）浴室（個浴もあります）

活動中

再　開

休　止

子ども地域食堂（予約制）

パンの移動販売

「パン工房ふわり」「ベーカリーさくら」

コーヒー（テイクアウトのみ）1杯 100円

軽食（うどん・そば・カレー・おにぎり）

作品展示（鑑賞）

季節の飾りづくり 賑わうパンの移動販売の様子

地域の皆さんと季節の飾りづくり

パティオ前でコーヒー片手に談笑する団地の皆さん

シルバーピア東町
ホームページ

パティオ
ホームページ
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2月より、地域交流推進室で勤務させていただくことになりました

髙濵史代と申します。

地域の皆様が安心して健やかに暮らしていただけるよう、人と人と

の繋がりを大切にした地域づくりのためにお役に立ちたいと思って

います。どうぞ宜しくお願いいたします。

  284-1025284-1025096- TEL.

【タテのカギ】
2　文を組み立てている一つ一つの言葉。
3　何もないこと。１よりも小さい数。
4　鳥類などのかたい口先。
5　海にすむ小さな魚。背中は青緑、腹は銀色で、
　  青黒いまだらがある。
6　非常に細かくくだいたもの。粉末。
8　波が荒くて、または潮流が速くて航海の困
　  難な海域。

【ヨコのカギ】
1　成人式をする年齢。
4　墨のような色。
5　ある場所や地位にいるときの気分や感じ。 
7　旬は春。「菜の花」や「花菜（はなな）」とも呼ばれるアブ
　  ラナ科の野菜で、若くてやわらかい花茎や葉、つぼみを
　  食用にする。
9　液などが部分的にしみついて汚れたところ。
10　ワラビ・ゼンマイなどの、葉は羽状で、胞子で増える
　　○○植物。食材としては春に採れる。

【タテのカギ】
2 　「滋養」のある食べ物だ。
3　腸が「癒着」している。
5　「虎口」を脱する。
7　7世紀のものと見られる「古墳」が発見された。
8　このままでは「餓死」してしまう。

【ヨコのカギ】
1　空に「虹」がかかる。
3　彼の申し出に気持ちが「揺れ」動いている。
5　許しを「乞う」。
4　「幼稚」な考えだ。
6　次の熟語の読みを何というか。「野狐」
8　「岳父」と親しくなる。
9　「漆」は塗料のほか接着剤としても用いられる。提供元：クロスワード .jp

❶漢字の読みクロスワード
　ヒント：春の一大イベントのひとつ

❷春のクロスワード
　ヒント：春は出逢いと別れのとき



水前寺とうや病院

…

シルバーピアグランド通り

シルバーピア水前寺

徒歩　０分

徒歩　３分

徒歩　３分

徒歩 10 分

徒歩 12 分

国府電停

水前寺駅

水前寺本町（水前寺とうや病院前）
最寄の
バス停

市電

ＪＲ

北水前寺 　（ユースピア熊本前）

北水前寺　 （北水前寺五差路付近）

ＩＤＥＮＴＩＴＹ（個人）の尊重

　　　　～Ｆor Ｙou あなたのために ～

理念

基本方針

患者さまの権利

医療法人清和会 地域交流誌 たいざんぼく 87 号
〈発行日〉2022 年 4 月 25 日　〈発行〉医療法人清和会（水前寺）広報部会

❶にゅうがく　❷なみだ
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ステーション

水前寺
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月
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在宅

復帰率

地域包括ケア病床

回復期リハ病棟

3,967

63.9

10,396

115.5

72.0

85.5

5,934

65.9

2,438

33.3

681

1,320

20.3

2,663

29.6

人

人）

人

人）

％

％

人

人）

人

人）

件

人

人）

人

人）

清和会データ （2022 年 1 月～ 2022 年 3 月）

●初診の方は、外来担当医師表をご確認の上、ご来院ください。

●再診の方は、診察券に記載されている予約日をご確認の上、ご来院ください。

●企業様の健診も行っております。 ●産業医お引き受けいたします。

2022 年 4 月 25 日現在

予
約
制
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